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第２四半期連結累計期間の連結業績予想と実績との差異及び 

通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

2022年５月 13日に公表した 2023年３月期第２四半期連結累計期間（2022年４月１日～2022年

９月 30日）の連結業績予想と本日公表の実績に差異が生じたので、お知らせいたします。 

また、同じく 2022年５月 13日に公表した 2023年３月期（2022年４月１日～2023年３月 31

日）の通期連結業績予想についても以下のとおり修正したので、併せてお知らせいたします。 

 

1. 2023年３月期第２四半期連結累計期間の連結業績予想と実績との差異 

（2022年４月１日～2022年９月 30日） 

（注）１株当たり四半期純利益の算定に用いる期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、「株式給付信託（BBT）」に係る信託

財産として「株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）」が保有する当社株式が含まれています。 

 

2. 2023年３月期通期連結業績予想数値の修正（2022年４月１日～2023年３月 31日） 

（注）１株当たり当期純利益の算定に用いる期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、「株式給付信託（BBT）」に係る信託財

産として「株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）」が保有する当社株式が含まれています。 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 公 表 予 想 （ Ａ ） 7,000 0 10 0 0.00 

今 回 実 績  （ Ｂ ） 8,563 152 285 244 10.94 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,563 152 275 244  

増 減 率（％） 22.3 － － －  

（ご参考）前期第２四半期連結実績 
（ 2 0 2 2 年３月期第２四半期） 6,481 △71 △53 △143 △6.39 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 公 表 予 想 （ Ａ ） 14,000 100 110 70 3.13 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 17,000 230 380 300 13.42 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 3,000 130 270 230  

増 減 率（％） 21.4 130.0 245.5 328.6  

（ ご 参 考 ） 前 期 連 結 実 績 

（ 2 0 2 2 年 ３ 月 期 ） 13,366 △453 △354 △436 △19.51 



 

（差異の発生及び業績予想の修正の理由） 

 受注面は、2021年度から継続して、産業機器向け及び空調機器向けを中心に堅調に推移しており

ます。これに伴い、当第２四半期連結累計期間における販売面につきましては、当社主力分野であ

る産業機器向け及び空調機器向けを中心に増収となりました。また、利益面につきましては、原材

料価格の上昇や円安による海外原材料の調達コスト増加等による利益押し下げの影響を受けなが

らも、前出の増収及びコスト構造改革に向けた様々な取組みによる利益押し上げ効果が寄与しまし

た。その結果、売上高・利益とも本年５月 13 日に公表した第２四半期連結累計期間の連結業績予

想を上回ることとなりました。 

 また、通期連結業績予想につきましても、従前の予想に対して増収増益を見込んでおります。し

かしながら、今年度中の売上高は堅調に推移すると予想する一方で、更なる材料高騰や海外工場に

おける労務費増等のコスト増が避けられないこと、開発投資の増加等を計画していることから、今

回の業績予想としております。なお、ウクライナ情勢やスリランカにおける政情不安の影響、急激

な外国為替変動等の不確定要因は依然として継続しています。引き続き、当社を取り巻く経営環境

の変化を注視し、連結業績予想の修正が必要であると判断した場合には、すみやかに開示いたしま

す。 

 

以 上 


